
  

 

 
 
第 1 回 大乗淑徳学園 学園内調査 

 

Project on Human Development in Daijo Shukutoku Gakuen 

(PHDDSG） 

― 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関する意識調査― 

 
 報告書 

 
 

 
 

 

 

２０２４年 ３月 

 

学校法人 大乗淑徳学園 

  



  

 

第 1 回 大乗淑徳学園学園内調査 報告書 

目 次 
 

1. 調査の概要 

1-1．目的と方法 

（1）調査の目的  ..................................................................................................  1 

（2）調査方法及び対象者  ....................................................................................  1 

（3）調査項目の設計について  ..............................................................................  6 

（4）データクリーニング  ....................................................................................  7 

1-2．回答者の個人属性 

（1）小学生 ...........................................................................................................  9 

（2）中学生 ...........................................................................................................  10 

（3）高校生 ...........................................................................................................  11 

（4）大学生・院生 ................................................................................................  12 

（5）幼稚園保護者 ................................................................................................  13 

（6）小学生校保護者 .............................................................................................  14 

（7）中学生保護者 ................................................................................................  15 

（8）高校生保護者 ................................................................................................  16 

 

2. 調査結果 

2-1．コロナ禍における認識・現在の感染予防行動 

（1）コロナ禍における認識 ...................................................................................  17 

（2）現在の感染予防行動  ....................................................................................  28 

2-2．健康 

（1）身体的健康（現在の困り事）  .......................................................................  39 

（2）精神的健康（公衆衛生）  ..............................................................................  44 

2-3．心理 

（1）メンタルヘルス（臨床心理） ........................................................................  46 

（2）孤独感 ...........................................................................................................  48 

（3）自己肯定感 ....................................................................................................  50 

（4）行動基準 .......................................................................................................  52 

2-4．福祉 

（1）ソーシャル・サポート ...................................................................................  55 



  

 

（2）大乗仏教 .......................................................................................................  59 

2-5．教育 

（1）生活習慣（テレビ等を見る時間）  ................................................................  60 

（2）文化資本 ......................................................................................................  61 

（3）非認知能力  ..................................................................................................  62 

 

3.「第 1 回学園内調査」調査票 

（1）小学生対象 調査票 ......................................................................................  68 

（2）中学生、高校生、大学生・院生対象 調査票 ................................................  85 

（3）保護者対象 調査票 ......................................................................................  102 

 

【文献】 .........................................................................................................  116 

 

  



  

-1- 

1．調査の概要 

 

本調査は、第 1 回目の学園内調査として、大乗淑徳学園・学園本部において実施された。学園内調査

のプロジェクトメンバー下記のとおりである。 

 
⚫ 学園本部   竹内 優 （学園本部・経営企画部長） 

 

⚫ 大学     米村 美奈 （淑徳大学・副学長） 

 

⚫ 学内コア委員                              ※研究代表者  

永房 典之 （人文学部人間科学科） 心理学 ◎プロジェクトリーダー ※ 

山本 功 （コミュニティ政策学部） 犯罪社会学 〇プロジェクト副リーダー 

長谷川 美貴子 （人文学部人間科学科） 看護学 人間科学科長 

武内 智弥 （人文学部人間科学科） 臨床心理学 

中西 一弘 （人文学部人間科学科） スポーツ健康科学 

林 芳治 （人文学部人間科学科） 社会福祉学 

藤森 雄介 （人文学部人間科学科） 社会福祉学 

 

⚫ 学外委員    

高木 大資  （東京大学） 公衆衛生学 

鈴木 あい （福島大学） 犯罪学 

 

 

1-1．目的と方法 

 

（1）調査の目的   

学園（大乗淑徳学園）内の生徒や保護者にコロナ禍への意識等に関する調査を実施し、幼稚園から大

学院までの総合学園としての強み、研究エビデンスを生かして、今後の学園における教育や社会貢献に

つなげる。 

 

（2）調査方法及び対象者   

 

調査期間 2023（令和 5）年 11 月 22 日～12 月 21 日   

 

調査方法 Web 調査 

 ※各学校で調査票画面の URL または QR コードを示し、任意で調査協力を求めた。 

   

調査対象者 大乗淑徳学園に在籍する生徒と保護者※ 

※生徒は、小学校４年～６年生、中学校、高校、大学・大学院 

  （幼稚園・小学校１年～３年生、短期大学部・別科を除く） 

 保護者は、幼稚園・小学校・中学校・高校の保護者 
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大乗淑徳学園の学生・生徒・園児の人数は「令和 5 年度学生・生徒数（5 月 1 日）」

https://www.daijo.shukutoku.ac.jp/wordpress/wp-content/themes/cocoon-child-master/document/zaiseki_2023.pdfを参照  

 

(学）大乗淑徳学園 計 調査対象の生徒在籍数 11,066※ 

（※留学生別科と短期大学部を除いた人数）    

 

調査票 本調査は①②③の計３つの調査票を用いて実施された。 

① 「小学生用（４年生～６年生が対象）」調査票 

② 「中学生・高校生・大学生・大学院生用」 調査票 

③ 「保護者用（幼稚園・小学校・中学校・高校の保護者が対象）」 調査票 

     

調査項目には、３つの調査票に共通した項目と個別項目がある。たとえば、個別項

目には、保護者向けの項目として、自分自身のことではなく子どものことを聞く項目

等がある。 

 

有効回答数 調査票① 小学校（４～６年生）の児童 326 票  

 調査票② 中学・高校の生徒・大学（含む大学院生）の学生 3,485 票  

 調査票➂ 保護者（幼稚園・小学校・中学校・高校） 1,713 票 

 有効回答計 5,524 票 

 

 

表 1-1 小学生対象調査（調査票①）の有効回答数、有効回答率 

学校名  4 年生 5 年生 6 年生 合 計 

淑徳 

小学校 

児童数（R5.05.01） 113 112 120 345 

有効回答数（データクリーニング後） 108 100 118 326 

有効回答率 95.6% 89.3% 98.3% 94.5% 
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表 1-2 中学生・高校生・大学生・大学院生対象調査（調査票②）の有効回答数、有効回答率 

【中学校】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 188 197 155 540 

有効回答数（データクリーニング後） 12 124 106 242 

有効回答率 6.4% 62.9% 68.4% 44.8% 

淑徳巣鴨 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 123 118 116 357 

有効回答数（データクリーニング後） 90 88 89 267 

有効回答率 73.2% 74.6% 76.7% 74.8% 

淑徳与野 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 126 126 125 377 

有効回答数（データクリーニング後） 47 33 54 134 

有効回答率 37.3% 26.2% 43.2% 35.5% 

全中学校 

合計 

生徒数（R5.05.01） 437 441 396 1,274 

有効回答数（データクリーニング後） 149 245 249 643 

有効回答率 34.1% 55.6% 62.9% 50.5% 

 

【高等学校】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

高校 

生徒数（R5.05.01） 388 419 383 1,190 

有効回答数（データクリーニング後） 92 276 213 581 

有効回答率 23.7% 65.9% 55.6% 48.8% 

淑徳巣鴨 

高校 

生徒数（R5.05.01） 379 495 420 1,294 

有効回答数（データクリーニング後） 312 340 207 859 

有効回答率 82.3% 68.7% 49.3% 66.4% 

淑徳与野 

高校 

生徒数（R5.05.01） 333 365 363 1,061 

有効回答数（データクリーニング後） 177 175 211 563 

有効回答率 53.2% 47.9% 58.1% 53.1% 

全高校 

合計 

生徒数（R5.05.01） 1,100 1,279 1,166 3,545 

有効回答数（データクリーニング後） 581 791 631 2,003 

有効回答率 52.8% 61.8% 54.1% 56.5% 

 

【大学】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合 計 

淑徳 

大学 

学部 

学生数（R5.05.01） 1,502 1,231 1,172 1,261 5,166 

有効回答数（データクリーニング後） 281 144 156 137 718 

有効回答率 18.7% 11.7% 13.3% 10.9% 13.9% 

 

【大学院】 

学校名  M1 M2 D1 D2 D3 合 計 

淑徳 

大学 

大学院 

学生数（R5.05.01） 24 28 2 0 2 56 

有効回答数（データクリーニング後） 2 4 2 0 0 8 

有効回答率 8.3% 14.3% 100% － 0% 14.3% 
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表 1-3-1 保護者対象調査（調査票③）の有効回答数、有効回答率 

【幼稚園児保護者】 

学校名  年少 年中 年長 合 計 

淑徳 

幼稚園 

園児数（R5.05.01） 29 38 41 108 

有効回答数（データクリーニング後） 8 12 14 34 

有効回答率（回答世帯数／園児数） 27.6% 31.6% 34.1% 31.5% 

淑徳与野 

幼稚園 

園児数（R5.05.01） 75 75 92 242 

有効回答数（データクリーニング後） 34 24 28 86 

有効回答率 45.3% 32.0% 30.4% 35.5% 

幼稚園 

合計 

生徒数（R5.05.01） 437 441 396 1,274 

有効回答数（データクリーニング後） 42 36 42 120 

有効回答率 9.6% 8.2% 10.6% 9.4% 

 

【小学生保護者】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 合 計 

淑徳 

小学校 

児童数（R5.05.01） 111 106 113 113 112 120 675 

有効回答数（ﾃﾞｰﾀｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後） 83 71 69 76 64 89 452 

両親とも回答した世帯 2 1 2 3 0 1 9 

有効回答率 

（回答世帯数/生徒数） 
73.0% 66.0% 59.3% 64.6% 57.1% 73.3% 65.6% 

 

【中学生保護者】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 188 197 155 540 

有効回答数（データクリーニング後） 34 28 17 79 

両親とも回答した世帯 0 0 0 0 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 18.1% 14.2% 11.0% 14.6% 

淑徳巣鴨 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 123 118 116 357 

有効回答数（データクリーニング後） 48 37 29 114 

両親とも回答した世帯 0 0 1 1 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 39.0% 31.4% 24.1% 31.7% 

淑徳与野 

中学校 

生徒数（R5.05.01） 126 126 125 377 

有効回答数（データクリーニング後） 48 30 42 120 

両親とも回答した世帯 0 0 0 0 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 38.1% 23.8% 33.6% 31.8% 

全中学校 

合計 

生徒数（R5.05.01） 437 441 396 1274 

有効回答数（データクリーニング後） 130 95 88 313 

両親とも回答した世帯 0 0 1 1 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 29.7% 21.5% 22.0% 24.5% 
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表 1-3-2 保護者対象調査（調査票③）の有効回答数、有効回答率（続き） 

【高校生保護者】 

学校名  1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

高校 

生徒数（R5.05.01） 388 419 383 1,190 

有効回答数（データクリーニング後） 38 60 43 141 

両親とも回答した世帯 0 1 0 1 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 9.8% 14.1% 11.2% 11.8% 

淑徳巣鴨 

高校 

生徒数（R5.05.01） 379 495 420 1,294 

有効回答数（データクリーニング後） 132 147 100 379 

両親とも回答した世帯 1 2 0 3 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 34.6% 29.3% 23.8% 29.1% 

淑徳与野 

高校 

生徒数（R5.05.01） 333 365 363 1,061 

有効回答数（データクリーニング後） 124 103 81 308 

両親とも回答した世帯 1 0 0 1 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 36.9% 28.2% 22.3% 28.9% 

全高校 

合計 

生徒数（R5.05.01） 1,100 1,279 1,166 3,545 

有効回答数（データクリーニング後） 294 310 224 828 

両親とも回答した世帯 2 3 0 5 

有効回答率（回答世帯数/生徒数） 26.5% 24.0% 19.2% 23.2% 

 

 

  



  

-6- 

（3）調査項目の設計について 

  

調査項目は淑徳大学人文学部人間科学科に所属する教員を中心とした学内コア委員と学外委員が

調査項目の設計を行った。項目設計における参考文献は巻末に示す。調査項目は、先行研究を参

考にコロナ禍への意識を測定する質問項目およびコロナ禍への意識に関連が予想される質問項目

によって構成されている。コロナ禍への意識の関連項目は、本調査プロジェクトの学内コア委員

（人間科学科）の専門分野に基づき、健康・心理・福祉・教育の 4 領域に分類された。 

 

０）フェイスシート（所属学校・学年・年齢・性別等） 

１）コロナ禍への意識  

質問例 「コロナ禍（2020 年４月７日から 2023 年５月７日まで）のことについてお聞きします。自

分自身がいま感じていることとして、以下の項目はどの程度あてはまるか教えて下さい。」 

（5 件法） 

 

２）健康    

身体的健康（健康）  

精神的健康（公衆衛生） 

 

３）心理   

メンタルヘルス（臨床心理）  

孤独感  

自己肯定感  

行動基準 

 

４）福祉    

ソーシャル・サポート  

 

５）教育   

非認知能力 

生活習慣（テレビ等を見る時間）  

文化資本   

子どもの安全（犯罪）  
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（4）データクリーニング 

「小学生調査」「中学生・高校生・大学生・大学院生調査」「保護者調査」それぞれについて、「学校

名」「学年」「クラス／学科」「出席番号／学籍番号」は正しく回答されているという前提のもと、主に

以下のデータクリーニングを行った。 

 

【小学生調査】 

 

回収票 350 票に対して以下のデータクリーニングを行い、有効回答 326 票を得た。 

① 「この調査に参加しません（同意しません）」と回答した 12 票を除外。 

② 調査に同意した 338 票のうち、淑徳小学校以外と回答した 3 票、1 年生と回答した 1 票を

除外。 

③ 334 票のうち、学年・クラス・出席番号が重複する回答が 15 票（3 票が重複しているもの

もあった）あったため、回答終了時刻が新しいものを採用することとし、回答終了時刻の

古い 8 票を除外。 

 

【中学生・高校生・大学生・大学院生調査】 

 

回収票 3,957 票に対して以下のデータクリーニングを行い、有効回答 3,372 票を得た。 

① 「この調査に参加しません（同意しません）」と回答した 448 票を除外。 

② 調査に同意した 3,509 票のうち、存在しないクラスを回答した 24 票を除外。 

③ 3,485 票のうち、以下の通り、年齢（自由記述回答）が各学校種別に該当しないと判断さ

れた 55 票を除外。 

• 中学生と回答していながら、年齢が 11 歳以下または 16 歳以上 

• 高校生と回答していながら、年齢が 14 歳以下または 19 歳以上 

• 大学生・大学院生と回答していながら、年齢が 17 歳以下 

④ 3,430 票のうち、「学校名」「学年」「クラス／学科」「出席番号／学籍番号」が重複する回

答が 116 票あったため（②および③で除外した票も含めると重複回答は 128 票）、回答終

了時刻の古い 58 票を除外。 

 

有効回答 3,372 票に対し、さらに以下のデータクリーニングを行った。 

• 大学院生と回答していながら、学部の学科を選択している 2 票について学科を置

き換え 

• 淑徳与野高等学校と回答していながら、性別を「男子」と回答している１票につ

いて、性別を「その他」に置き換え 

 

【保護者調査】 

 

回収票 1,908 票に対して以下のデータクリーニングを行い、有効回答 1,713 票を得た。 

① 「この調査に参加しません（同意しません）」と回答した 120 票を除外。 

② 調査に同意した 1,788 票のうち、存在しないクラスを回答した 1 票を除外。 

③ 1,787 票の中で、子どもの学校・学年・クラス・出席番号が重複する 177 票の回答のう

ち、父親と母親がそれぞれ回答していると考えられる 15 組・30 票はそのまま残す判断を

した後、以下の重複票を除外。 
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• 年齢（自由記述回答）が、保護者相当と考えられる年齢から逸脱（18 歳以下と回

答）していると判断できる 18 票を除外。 

• 上記除外の後、さらに回答終了時刻の古いもの 56 票を除外。 

 

有効回答 1,713 票に対し、さらに以下のデータクリーニングを行った。 

• 年齢（自由記述回答）が、保護者相当と考えられる年齢から逸脱している 243 票

について、「年齢」の回答を削除（無回答化）。 

• 「母親」と回答していながら、同居人に「妻」が選択されている 10 票について、

同居人を「夫」に修正。 

• 「父親」と回答していながら、同居人に「夫」が選択されている 3 票について、

同居人を「妻」に修正。 
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1-2．回答者の個人属性 

 

（1）小学生 

小学生の回答者 326 人の個人属性を表 1-4、図 1-1 に示す。学年比、男女比はほぼ均等である。同居

家族は母親・父親はほぼ 100%、同居の兄弟がいない人は 33.6％（110 人）であった。 

住所は東京都が大半であり、23 区内が 78.2%（255 人）、23 区外の市町村が 1.8%（6 人）、埼玉県が

19.9%（65 人）である。 

スマートフォンやタブレットなどのＩＣＴ機器は 78.8%（4 年生 75.9%、5 年生 76.0%、6 年生

83.9%）が所持、自転車は 88.8%（4 年生 90.7%、5 年生 88.0%、6 年生 85.6%）が所持している。 

 

 

表 1-4 小学生の学年・性別（人） 

 

学校名 
学年  

性別 4 年生 5 年生 6 年生 合 計 

淑徳 

小学校 

男子 50 52 67 169 51.8％ 

女子 57 46 51 154 47.2％ 

他・答えたくない 1 2 0 3 0.9％ 

合 計 
108 100 118 326 ─ 

33.1％ 30.7％ 36.2％ 100% ─ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 小学生の同居家族（％） 

※ 複数回答可の設問の回答割合 
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（2）中学生 

全 3 校の中学生の回答者 643 人の個人属性を表 1-5 および表 1-6 に示す。 

学年・性別の割合は、3 校各々で異なる。学年は、淑徳中では 2 年生が過半数で 1 年生が 5%、淑徳

巣鴨中は各学年ほぼ均等、淑徳与野中は高学年ほど回答者が多い。性別はどの学校も女子が多く、淑徳

中と淑徳巣鴨中では女子が 6 割弱、淑徳与野中では 94.8%である。3 校合計では、回答者は学年では高

学年ほど多く、性別は男子 29.2％、女子 66.3%となった。 

住所は、どの学校も東京都 23 区内と埼玉県が多い。3 校合計では、東京都 23 区内が 57.5%、埼玉県

が 35.5％である。スマートフォンの所持率は 3 校合計で 96.7%、自転車は 85.2%である。 

 

表 1-5 中学生の学年・性別（人） 

 

学校名 
学年  

性別 1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

中学校 

男子 4 45 38 87 36.0％ 

女子 5 70 66 141 58.3％ 

他・答えたくない 3 9 2 14 5.8％ 

小 計 
12 124 106 242 ─ 

5.0％ 51.2％ 43.8％ 100% ─ 

淑徳巣鴨 

中学校 

男子 33 31 37 101 37.8％ 

女子 55 52 51 158 59.2％ 

他・答えたくない 2 5 1 8 3.0％ 

小 計 
90 88 89 267 ─ 

33.7％ 33.0％ 33.0％ 100% ─ 

淑徳与野 

中学校 

男子 0 0 0 0 0.0％ 

女子 47 28 52 127 94.8％ 

他・答えたくない 0 5 2 7 5.2％ 

小 計 
47 33 54 134 ─ 

35.1％ 24.6％ 40.3％ 100% ─ 

全中学校 

（合計） 

男子 37 76 75 188 29.2％ 

女子 107 150 169 426 66.3％ 

他・答えたくない 5 19 5 29 4.5％ 

合 計 
149 245 249 643 ─ 

23.2％ 38.1％ 38.7％ 100% ─ 

 

表 1-6 中学生の住所（人） 

 

住所      学校 淑徳中学校 淑徳巣鴨中学校 淑徳与野中学校 全校合計 

東京都（23 区内） 130 53.7% 203 76.0% 37 27.6% 57.5% 

東京都（23 区以外） 4 1.7% 6 2.2% 7 5.2% 2.6% 

埼玉県 105 43.4% 37 13.9% 86 64.2% 35.5% 

千葉県 0 0.0% 10 3.7% 3 2.2% 2.0% 

神奈川県 2 0.8% 10 3.7% 0 0.0% 1.9% 

その他 1 0.4% 1 0.4% 1 0.7% 0.5% 
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（3）高校生 

全 3 校の高校生の回答者 2,003 人の個人属性を表 1-7 および表 1-8 に示す。 

学年・性別の割合は、3 校各々で異なる。学年は、淑徳高校では 2 年生が約半数で 1 年生が少なく、

淑徳巣鴨高校と淑徳与野高校では 1・2 年生に比べ 3 年生が若干少ない。性別はどの学校も女子が多

い。3 校合計では、学年は 1 年生 17.2%、2 年生 23.5%、3 年生 18.7%、性別は男子 29.4％、女子

67.4%となった。 

住所は、どの学校も東京都 23 区内と埼玉県が多い。3 校合計では、東京都 23 区内が 54.7%、埼玉県

が 39.8％である。スマートフォンの所持率は 3 校合計で 99.2%、自転車は 87.1%である。 

 

表 1-7 高校生の学年・性別（人） 

 

学校名 
学年  

性別 1 年生 2 年生 3 年生 合計 

淑徳 

高校 

男子 37 127 99 263 45.3％ 

女子 53 132 103 288 49.6％ 

他・答えたくない 2 17 9 30 5.2％ 

小 計 
92 276 213 581 ─ 

15.8％ 47.5％ 36.7％ 100% ─ 

淑徳巣鴨 

高校 

男子 128 123 73 324 37.7％ 

女子 177 204 131 512 59.6％ 

他・答えたくない 7 13 3 23 2.7％ 

小 計 
312 340 207 859 ─ 

36.3％ 39.6％ 24.1％ 100% ─ 

淑徳与野 

高校 

男子 0 0 0 0 0％ 

女子 175 170 205 550 97.7％ 

他・答えたくない 2 5 6 13 2.3％ 

小 計 
312 340 207 563 ─ 

36.3％ 39.6％ 24.1％ 100% ─ 

全高校 

（合計） 

男子 165 251 172 588 29.4％ 

女子 405 506 439 1350 67.4％ 

他・答えたくない 11 34 20 65 3.2％ 

合 計 
581 791 631 2003 ─ 

17.2％ 23.5％ 18.7％ 100% ─ 

 

表 1-8 高校生の住所（人） 

 

住所      学校 淑徳高校 淑徳巣鴨高校 淑徳与野高校 全校合計 

東京都（23 区内） 374 64.4% 674 78.5% 47 8.3% 54.7% 

東京都（23 区以外） 17 2.9% 27 3.1% 13 2.3% 2.8% 

埼玉県 180 31.0% 131 15.3% 487 86.5% 39.8% 

千葉県 4 0.7% 14 1.6% 6 1.1% 1.2% 

神奈川県 2 0.3% 9 1.0% 0 0.0% 0.5% 

その他 4 0.7% 4 0.7% 10 1.8% 0.9%  
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（4）大学生・院生 

大学生・大学院生の回答者 726 人の個人属性を表 1-9 および表 1-10 に示す。 

大学院生は 8 人と非常に少なく、大半が大学生である。大学生はどの学年でも女子が多く、大学生・

院生全体で女子は 67.1%である。 

大学生の所属学科は、こども教育学科がもっとも多く 43.1%、次いで社会福祉学科（12.0%）、教育

福祉学科（7.4%）、実践心理学科（6.7%）、人間科学科（6.3%）、観光経営学科（6.1%）、コミュニティ

政策学科（5.4%）と続く。院生 8 人は全員、総合福祉研究科である。 

暮らし方は、大学生・院生全体で実家暮らしが 76.4%、一人暮らしが 17.5%であり、共同暮らし（兄

弟、親族、友人等）、学生寮暮らし等は各々5%未満である。学年ごとの差は小さい。 

住所は、大学生・院生全体で埼玉県が 39.1%、千葉県が 39.0%、東京都 23 区内が 16.0％である。出

身地は、千葉県が 32.5%と最多、次いで埼玉県 26.7%、東京都 14.5%である。茨城県、新潟県、福島

県、神奈川県、栃木県等の出身者もいるが、いずれも 5%未満である。 

 

表 1-9 大学生・院生の個人属性（人） 

 

学校  
学年  

性別 

淑徳大学 淑徳大学大学院 

合計 
1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 修士 1 年 修士 2 年 

博士後期 

1 年 

男子 96 40 52 30 0 3 0 221 30.4％ 

女子 181 99 102 101 2 1 1 487 67.1％ 

他・答えたくない 4 5 2 6 0 0 1 18 2.5％ 

小計 
281 144 156 137 2 4 2 726 ─ 

38.7％ 19.8％ 21.5％ 18.9％ 0.3％ 0.6％ 0.3％ 100% ─ 

 

表 1-10 大学生の所属学科（人、%） 

 

 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合計 

社会福祉学科 25 8.9% 10 6.9% 25 16.0% 27 19.7% 87 12.0%  

教育福祉学科 21 7.5% 15 10.4% 10 6.4% 8 5.8% 54 7.4%  

実践心理学科 16 5.7% 10 6.9% 9 5.8% 14 10.2% 49 6.7%  

コミュニティ政策学科 20 7.1% 0 ─ 18 11.5% 1 0.7% 39 5.4%  

看護学科 7 2.5% 1 0.7% 1 0.6% 3 2.2% 12 1.7%  

栄養学科 3 1.1% 4 2.8% 6 3.8% 10 7.3% 23 3.2%  

こども教育学科 103 36.7% 80 55.6% 73 46.8% 57 41.6% 313 43.1%  

地域創生学科 2 0.7% 0 ─ 0 ─ 0 ─ 2 0.3%  

経営学科 3 1.1% 7 4.9% 1 0.6% 0 ─ 11 1.5%  

観光経営学科 29 10.3% 9 6.3% 5 3.2% 1 0.7% 44 6.1%  

表現学科 3 1.1% 5 3.5% 6 3.8% 13 9.5% 27 3.7%  

歴史学科 3 1.1% 3 2.1% 2 1.3% 3 2.2% 11 1.5%  

人間科学科 46 16.4% 0 ─ 0 ─ 0 ─ 46 6.3%  
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（5）幼稚園保護者 

幼稚園保護者の回答者 120 人の個人属性を表 1-11 および表 1-12 に示す。回答者は母親が大半であ

り 114 人（95.0％）、父親は 6 人（5.0％）であった。 

子どもの学齢（年少・年中・年長）はほぼ均等である。子どもの人数は 2 人が最多で 62.5%、次いで

1 人（25.8%）、3 人（10.8%）の順である。子ども以外の同居家族（複数回答可）は、「きょうだい」

が 36.7%、祖父 4.2%、祖母（義理の母）4.2%、祖父（義理の父）3.3％、祖母 3.3%であり、「同居人

はいない（親子のみ家庭）」は 0.8％であった。 

 

住所は、淑徳幼稚園は 94.1%が東京都 23 区内、淑徳与野幼稚園は 100%が埼玉県である。住居形態

は、一戸建てが 49.2%（淑徳幼稚園 44.1%、淑徳与野幼稚園 51.2%）、集合住宅が 50.8%である。 

 

表 1-11 幼稚園保護者の子どもの学齢別回答者数（人） 

 

学校   学年 年少 年中 年長 合計 

淑徳幼稚園 8 23.5% 12 35.3% 14 41.2% 34 

淑徳与野幼稚園 34 39.5% 24 27.9% 28 32.6% 86 

合計 42 35.0% 36 30.0% 42 35.0% 120 

 

表 1-12 幼稚園保護者の子どもの人数（人） 

 

 1 人 2 人 3 人 4 人 合計 

淑徳幼稚園 12 35.3% 19 55.9% 3 8.8% 0 ─ 34 

淑徳与野幼稚園 19 22.1% 56 65.1% 10 11.6% 1 1.2% 86 

合計 31 25.8% 75 62.5% 13 10.8% 1 0.83% 120 
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（6）小学生保護者 

小学生保護者の回答者 452 人（小学生も回答している 4～6 年生の保護者は 229 人）の個人属性を表

1-13 および表 1-14 に示す。回答者は母親が大半であり 382 人（84.5％）、父親は 69 人（15.3％）、そ

の他は 1 人であった。このうち、両親とも回答しているのは 9 家庭である。 

子どもの学年はほぼ均等である。子どもの人数は 2 人が最多で 48.9%、次いで 1 人（38.3%）、3 人

（11.7%）の順である。子ども以外の同居家族（複数回答可）は、「きょうだい」が 28.3%、祖母

4.9%、祖父 3.3%、祖母（義理の母）3.1%、祖父（義理の父）2.2％であり、「同居人はいない（親子の

み家庭）」は 3.5％であった。 

住所は、東京都 23 区内が 80.1%、埼玉県が 19.0％、東京都 23 区外が 0.9%であり、その他はいな

い。住居形態は、一戸建てが 54.9%、集合住宅が 44.5%、その他が 0.7％である。 

 

表 1-13 小学生保護者の子どもの学年別回答者数（人） 

 

学校名 
学年 

続柄 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 合 計 

淑徳 

小学校 

母親 69 60 56 62 56 79 382 84.5% 

父親 13 11 13 14 8 10 69 15.3% 

その他 1 0 0 0 0 0 1 0.2% 

合 計 
83 71 69 76 64 89 452 ─ 

18.4% 15.7% 15.3% 16.8% 14.2% 19.7% 100% ─ 

 

表 1-14 小学生保護者の住所（人） 

 

住所      学校 淑徳小学校 

東京都（23 区内） 362 80.1% 

東京都（23 区以外） 4 0.9% 

埼玉県 86 19.0% 

その他 0 0.0% 
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（7）中学生保護者 

中学生保護者の回答者 313 人の個人属性を表 1-15 および表 1-16 に示す。回答者は母親が大半であ

り 277 人（88.5％）、父親は 36 人（11.5％）、その他は 0 人であった。このうち、両親とも回答してい

るのは 1 家庭である。 

子どもの学年は 1 年生がもっとも多く（41.5％）、2 年生（30.4％）、3 年生（28.1％）と続く。子ど

もの人数は 2 人が最多で 57.5%、次いで 1 人（26.2%）、3 人（14.1%）の順である。子ども以外の同居

家族（複数回答可）は、3 校合計で、「きょうだい」が 33.2%、祖母 5.1%、祖母（義理の母）3.2%、祖

父 2.6%、祖父（義理の父）1.9％であり、「同居人はいない（親子のみ家庭）」は 3.8％であった。 

住所は、どの学校も東京都 23 区内と埼玉県が多い。3 校合計では、東京都 23 区内が 51.4%、埼玉県

が 40.6％であり、中学生の回答と類似している。住居形態は、一戸建てが 53.7%（淑徳中 55.7%、淑

徳巣鴨中 52.6%、淑徳与野中 53.3%）、集合住宅が 46.0%、その他が 0.3%である。 

 

表 1-15 中学生保護者の子どもの学年別回答者数（人） 

 

学校名 
学年  

続柄 1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

中学校 

母親 27 25 15 67 84.8% 

父親 7 3 2 12 15.2% 

小 計 
34 28 17 79 ─ 

43.0% 35.4% 21.5% 100% ─ 

淑徳巣鴨 

中学校 

母親 43 33 23 99 86.8% 

父親 5 4 6 15 13.2% 

小 計 
48 37 29 114 ─ 

42.1% 32.5% 25.4% 100% ─ 

淑徳与野 

中学校 

母親 43 28 40 111 92.5% 

父親 5 2 2 9 7.5% 

小 計 
48 30 42 120 ─ 

40.0% 25.0% 35.0% 100% ─ 

全中学校 

（合計） 

母親 113 86 78 277 88.5% 

父親 17 9 10 36 11.5% 

合 計 
130 95 88 313 ─ 

41.5％ 30.4％ 28.1％ 100% ─ 

 

表 1-16 中学生保護者の住所（人） 

 

住所      学校 淑徳中学校 淑徳巣鴨中学校 淑徳与野中学校 全校合計 

東京都（23 区内） 43 54.4% 83 72.8% 35 29.2% 51.4% 

東京都（23 区以外） 0 0.0% 6 5.3% 3 2.5% 2.9% 

埼玉県 34 43.0% 17 14.9% 76 63.3% 40.6% 

千葉県 1 1.3% 4 3.5% 1 0.8% 1.9% 

神奈川県 0 0.0% 3 2.6% 2 1.7% 1.6% 

その他 1 1.3% 1 0.9% 3 2.5% 1.6% 
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（8）高校生保護者 

高校生保護者の回答者 828 人の個人属性を表 1-17 および 18 に示す。回答者は母親が大半であり 752

人（90.8％）、父親は 75 人（9.1％）、その他は 1 人であった。このうち、両親とも回答しているのは 5

家庭である。 

子どもの学年は 2 年生がもっとも多く（37.4％）、1 年生（35.5％）、3 年生（27.1％）と続く。子ど

もの人数は 2 人が最多で 56.6%、次いで 1 人（24.0%）、3 人（17.5%）の順である。子ども以外の同居

家族（複数回答可）は、3 校合計で、「きょうだい」が 34.3%、祖母 5.3%、祖父 2.9%、祖母（義理の

母）2.8%、祖父（義理の父）1.7％であり、「同居人はいない（親子のみ家庭）」は 5.8％であった。 

住所は、東京都 23 区内と埼玉県が多い。3 校合計では、東京都 23 区内が 48.1%、埼玉県が 46.6％

であり、高校生の回答より埼玉県の割合が若干増えている。住居形態は、一戸建てが 58.1%（淑徳高

51.1%、淑徳巣鴨高 51.5%、淑徳与野高 69.5%）、集合住宅が 40.9%、その他が 1.0%である。 

 

表 1-17 高校生保護者の子どもの学年別回答者数（人） 
 

学校名 
学年  

続柄 1 年生 2 年生 3 年生 合 計 

淑徳 

高校 

母親 31 51 38 120 85.1% 

父親 7 9 5 21 14.9% 

小 計 
38 60 43 141 ─ 

27.0% 42.6% 30.5% 100% ─ 

淑徳巣鴨 

高校 

母親 116 133 89 338 89.2% 

父親 16 14 11 41 10.8% 

小 計 
132 147 100 379 ─ 

34.8% 38.8% 26.4% 100% ─ 

淑徳与野 

高校 

母親 117 99 78 294 95.5% 

父親 7 3 3 13 4.2% 

その他 0 1 0 1 0.3% 

小 計 
124 103 81 308 ─ 

40.3% 33.4% 26.3% 100% ─ 

全高校 

（合計） 

母親 264 283 205 752 90.8% 

父親 30 26 19 75 9.1% 

その他 0 1 0 1 0.1% 

合 計 
294 310 224 828 ─ 

35.5% 37.4% 27.1% 100% ─ 

 

表 1-18 高校生保護者の子どもの学年別回答者数（人） 
 

住所      学校 淑徳高校 淑徳巣鴨高校 淑徳与野高校 全校合計 

東京都（23 区内） 76 53.9% 296 78.1% 26 8.4% 48.1% 

東京都（23 区以外） 5 3.5% 12 3.2% 3 1.0% 2.4% 

埼玉県 55 39.0% 62 16.4% 269 87.3% 46.6% 

千葉県 1 0.7% 4 1.1% 2 0.6% 0.8% 

神奈川県 2 1.4% 4 1.1% 0 0.0% 0.7% 

その他 2 1.4% 1 0.3% 8 2.6% 1.3%  
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2．調査結果 

 

2-1．コロナ禍における認識・現在の感染予防行動 

 

（1）コロナ禍における認識 

① 全体の結果 

コロナ禍（2022 年 4 月 7 日から 2023 年 5 月 7 日まで）について今感じていることを、小学生、中

学生、高校生、大学生・院生、保護者に対して同様に 5 件法で聞いた。結果を図 2-1 に示す。 

どの対象者層においても「とても大変だった」「我慢が多かった」は「あてはまる」側が過半数であ

り、また、「やる気が出づらかった」も「あてはまる」側が「あてはまらない」側を上回った。この結

果からは、どの層もコロナ禍のネガティブな影響を受けているといえる。ただし、その反面、どの層に

おいても「人とかかわることもできた」等ポジティブな項目で「あてはまる」側が過半数であること、

孤独・自尊心低下に関する項目で「あてはまらない」側が「あてはまる」側を上回っていることから、

人との関わりや孤独感等に関してはネガティブな影響を受けていない人の方が多いといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 コロナ禍について今感じていること（%）【全体】   
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コロナ禍はとても大変だった

コロナ禍では我慢が多かった

コロナ禍では心配な気持ちが強かった

コロナ禍でも人とかかわることができた

コロナ禍で相談できる人がいた

コロナ禍でも良いことがあった

コロナ禍では自分は役に立たない人間だと感じやすかった

コロナ禍ではひとりぼっちだと感じた

コロナ禍ではやる気が出づらかった

一斉休校・自宅待機時は学校の一員という感じがしなかった

【小学生】4～6年生 n=327

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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コロナ禍はとても大変だった
コロナ禍では我慢が多かった

コロナ禍では心配な気持ちが強かった

コロナ禍でも人とかかわることができた
コロナ禍で相談できる人がいた
コロナ禍でも良いことがあった

コロナ禍では自分は役に立たない人間だと感じやすかった
コロナ禍ではひとりぼっちだと感じた

コロナ禍ではやる気が出づらかった
一斉休校・自宅待機時は学校の一員という感じがしなかった

【中学生】n=643

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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コロナ禍はとても大変だった
コロナ禍では我慢が多かった

コロナ禍では心配な気持ちが強かった

コロナ禍でも人とかかわることができた
コロナ禍で相談できる人がいた

コロナ禍でも良いことがあった

コロナ禍では自分は役に立たない人間だと感じやすかった

コロナ禍ではひとりぼっちだと感じた

コロナ禍ではやる気が出づらかった
一斉休校・自宅待機時は学校の一員という感じがしなかった

【保護者】全合計 n=1,713

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-2 コロナ禍について今感じていること（%）【全体】（続き） 
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コロナ禍はとても大変だった
コロナ禍では我慢が多かった

コロナ禍では心配な気持ちが強かった

コロナ禍でも人とかかわることができた
コロナ禍で相談できる人がいた
コロナ禍でも良いことがあった

コロナ禍では自分は役に立たない人間だと感じやすかった
コロナ禍ではひとりぼっちだと感じた

コロナ禍ではやる気が出づらかった
一斉休校・自宅待機時は学校の一員という感じがしなかった

【高校生】n=2,003

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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コロナ禍はとても大変だった
コロナ禍では我慢が多かった

コロナ禍では心配な気持ちが強かった

コロナ禍でも人とかかわることができた
コロナ禍で相談できる人がいた
コロナ禍でも良いことがあった

コロナ禍では自分は役に立たない人間だと感じやすかった
コロナ禍ではひとりぼっちだと感じた

コロナ禍ではやる気が出づらかった
一斉休校・自宅待機時は学校の一員という感じがしなかった

【大学生・院生】n=726

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない

大変・
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孤独・ 
自尊心
低下 

やる気・
帰属意
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やる気・
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対象者層別の結果を比較のため、「とてもあてはまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点と

して数値化した上で算出した平均点のグラフを作成した（図 2-2）。 

図 2-1 および 2-2 からは、コロナ禍によってネガティブな影響をもっとも大きく受けた層は大学生・

院生だといえる。大学生・院生は、とくに、孤独・自尊心低下、やる気・帰属意識低下の項目において

他の対象者層よりも「あてはまる」割合が顕著に高かった。これらの項目において大学生・院生に次い

で「あてはまる」割合が高いのは高校生である。対象者層別の結果が分かれた「やる気が出づらかっ

た」では、「あてはまる」割合が高いほうから、大学生・院生、高校生、中学生、小学生、保護者の順

であった。大学生・院生は、大変・我慢・心配に関する項目に関する項目においても、保護者と並んで

「あてはまる」割合が高かった。 

保護者の結果も特徴的である。保護者は、大学生・院生と並んで「大変だった」「我慢が多かった」

「心配な気持ちが強かった」が、孤独・自尊心低下、やる気・帰属意識低下の項目においては他の対象

者層よりも「あてはまる」割合が低かった。 

なお、「人とかかわることもできた」等ポジティブな項目では、対象者層別に顕著な差はみられなか

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 コロナ禍について今感じていること 対象者層別平均点 
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② 児童・生徒と保護者の結果比較 

図 2-3 および 2-4 に、小学生 4～6 年生とその保護者との結果を比較して示す。図 2-4 は「とてもあ

てはまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフ

である。 

「とても大変だった」「我慢が多かった」「心配な気持ちが強かった」では、保護者の方が「あてはま

る」側の回答が多く、保護者の方が小学生よりもコロナ禍の大変さを実感しているといえる。しかし、

一方で、「相談できる人がいた」では保護者の方が「あてはまる」側の回答割合が高く、「あてはまらな

い」側の回答はほとんどなかった。 

「良いことがあった」「人と関わることができた」では、保護者よりも小学生の方が「あてはまる」

側の回答割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 コロナ禍について今感じていること（%） 小学生と保護者の比較 【小学校】 
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とても大変だった 小学生

保護者

我慢が多かった 小学生

保護者

心配な気持ちが強かった 小学生

保護者

人とかかわることができた 小学生

保護者

相談できる人がいた 小学生

保護者

良いことがあった 小学生

保護者

自分は役に立たないと感じやすかった 小学生

保護者

ひとりぼっちだと感じた 小学生

保護者

やる気が出づらかった 小学生

保護者

学校の一員という感じがしなかった 小学生

保護者

【淑徳小学校】 小学生（n=327）／4～6年生の保護者（n=229）

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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図 2-4 コロナ禍について今感じていること 小学生と保護者の平均点比較 【小学校】 
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図 2-5 および 2-6 に、中学生とその保護者との結果を学校別に比較して示す。図 2-6 は「とてもあて

はまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフで

ある。 

「とても大変だった」「我慢が多かった」「心配な気持ちが強かった」では、どの学校においても保護

者の方が「あてはまる」側の回答が多く、保護者の方が中学生よりもコロナ禍の大変さを実感している

といえる。しかし、一方で、「相談できる人がいた」では保護者の方が「あてはまる」側の回答割合が

高く、「あてはまらない」側の回答はどの学校においてもほとんどなかった。なお、「良いことがあっ

た」では、どの中学校でも保護者より中学生の方が「あてはまる」側の回答割合が高かった。以上は、

小学校の場合と同様の傾向である。 

小学校と異なるのは、「やる気が出づらかった」「ひとりぼっちだと感じた」等で、どの学校において

も、中学生の方が保護者よりも「あてはまる」側の回答が多いことである。これらの回答割合は、小学

生よりも中学生の方が学校を問わず高かった。 

中学生の回答で、学校別にとくに違いがあったのは「相談できる人がいた」である。もっとも肯定的

な回答割合が高かったのは淑徳与野中学校、次いで淑徳巣鴨中学校、淑徳中学校であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-1 コロナ禍について今感じていること（%） 中学生と保護者の比較 【中学校：学校別】 
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とても大変だった 中学生

保護者

我慢が多かった 中学生

保護者

心配な気持ちが強かった 中学生

保護者

人とかかわることができた 中学生

保護者

相談できる人がいた 中学生

保護者

良いことがあった 中学生

保護者

自分は役に立たないと感じやすかった 中学生

保護者

ひとりぼっちだと感じた 中学生

保護者

やる気が出づらかった 中学生

保護者

学校の一員という感じがしなかった 中学生

保護者

【淑徳中学校】 中学生（n=242）／保護者（n=79）

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない



  

-23- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5-2 コロナ禍について今感じていること（%） 中学生と保護者の比較 【中学校：学校別】（続き） 
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図 2-6 コロナ禍について今感じていること 中学生と保護者の平均点比較 【中学校：学校別】 
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図 2-7 および 2-8 に、高校生とその保護者との結果を学校別に比較して示す。図 2-8 は「とてもあて

はまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフで

ある。 

「とても大変だった」「我慢が多かった」「心配な気持ちが強かった」では、どの学校においても保護

者の方が「あてはまる」側の回答が多く、保護者の方が高校生よりもコロナ禍の大変さを実感している

といえる。しかし、一方で、「相談できる人がいた」では保護者の方が「あてはまる」側の回答割合が

高く、「あてはまらない」側の回答はどの学校においてもほとんどなかった。なお、「良いことがあっ

た」では、どの学校でも、保護者より中高校生の方が「あてはまる」側の回答割合が高かった。以上

は、小中学校の場合と同様の傾向である。 

「やる気が出づらかった」「ひとりぼっちだと感じた」等では、どの学校においても、高校生の方が

保護者よりも「あてはまる」側の回答が多かった。この点も中学生と同じである。「やる気が出づらか

った」は、小中学生よりも高校生の方が学校を問わず高かった。 

高校生の回答における学校別の違いとしては、やる気低下・帰属意識の低下、孤独・自尊心の低下

（「自分は役に立たないと感じやすかった」）の各項目において、淑徳巣鴨高校の「あてはまる」側の回

答割合が他校に比べ高めであった点、および、大変・我慢・心配の各項目において、淑徳高校の同回答

割合が低めであった点があげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7-1 コロナ禍について今感じていること（%） 高校生と保護者の比較 【高校：学校別】 
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【淑徳高校】 高校生（n=581）／保護者（n=141）

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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図 2-7-2 コロナ禍について今感じていること（%） 高校生と保護者の比較 【高校：学校別】（続き） 
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【淑徳巣鴨高校】 高校生（n=859）／保護者（n=379）

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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とてもあてはまる 少しあてはまる どちらでもない あまりあてはまらない まったくあてはまらない



  

-27- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 コロナ禍について今感じていること 高校生と保護者の平均点比較 【高校：学校別】 

 

 

 

 

  

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5
と

て
も

大
変

だ
っ

た

我
慢

が
多

か
っ

た

心
配

な
気

持
ち

が
強

か
っ

た

人
と

か
か

わ
る

こ
と

が
で

き
た

相
談

で
き

る
人

が
い

た

良
い

こ
と

が
あ

っ
た

自
分

は
役

に
立

た
な

い
と

感
じ

や
す

か
っ

た

ひ
と

り
ぼ

っ
ち

だ
と

感
じ

た

や
る

気
が

出
づ

ら
か

っ
た

学
校

の
一

員
と

い
う

感
じ

が
し

な
か

っ
た

淑徳高(n=581) 淑徳巣鴨高(n=859) 淑徳与野高(n=563)

【保】淑徳高(n=141) 【保】淑徳巣鴨高(n=379) 【保】淑徳与野高(n=308)

大変・我慢・心配 ポジティブ 孤独・ 
自尊心低下 

やる気・ 
帰属意識低下 



  

-28- 

（2）現在の感染予防行動 

① 全体の結果 

コロナ 5 類移行後（2023 年 5 月 8 日以降）、新型コロナウイルス対策の感染予防行動をどの程度行っ

ているかについて、小学生、中学生、高校生、大学生・院生、保護者に対して同様に 5 件法で聞いた。

結果を図 2-9 に示す。 

どの対象者層においても、マスク着用、消毒・換気・咳エチケットの項目に関しては「やっている」

側が過半数であり、実行率は高いといえる。これに対し、人を避ける、会話発声・場所を選ぶ（換気が

悪い場所には行かない）といった項目に関しては、どの層においても実行率が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9-1 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%）【全体】 
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せきやくしゃみをする時は、マスク・ハンカチ等を口にあてる
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よくやっている 少しやっている どちらともいえない あまりやっていない まったくやっていない
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【保護者】全合計 n=1,713

よくやっている 少しやっている どちらともいえない あまりやっていない まったくやっていない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9-2 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%）【全体】（続き） 
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対象者層別の結果を比較のため、「よくやっている」を 5 点、「まったくやっていない」を 1 点として

数値化した上で算出した平均点のグラフを作成した（図 2-10）。 

図 2-9 および 2-10 からは、新型コロナウイルス対策の感染予防行動の実行率がもっとも高い層は小

学生、次いで保護者であり、もっとも低い層は高校生であるといえる。 

小学生と保護者は、相対的に実行率が低い予防行動（人を避ける、会話発声・場所を選ぶに関する項

目）についても「やっている」割合が高い。「手洗い・うがいやアルコール等による手や指の消毒をす

る」および「窓やドアを開け、こまめに換気をする」についても、他の層より実行率が高い。マスク着

用の項目においては、中学生の実行率も高い。実行率が高い順に、小学生、中学生、保護者、大学生・

院生、高校生である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 新型コロナウイルス対策の感染予防行動  対象者層別平均点 
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② 児童・生徒と保護者の結果比較 

図 2-11 および 2-12 に、小学生 4～6 年生とその保護者との結果を比較して示す。図 2-12 は「よくや

っている」を 5 点、「まったくやっていない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフで

ある。 

前述の通り、小学生と保護者は、新型コロナウイルス対策の感染予防行動の実行率が相対的に高い

が、図 2-10 と 12 を比較すると、保護者の中でも、小学生の保護者はさらに実行率が高いことが分か

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%） 小学生と保護者の比較 【小学校】 
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図 2-12 新型コロナウイルス対策の感染予防行動 小学生と保護者の平均点比較 【小学校】 
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図 2-13 および 2-14 に、中学生とその保護者との結果を学校別に比較して示す。図 2-14 は「よくや

っている」を 5 点、「まったくやっていない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフで

ある。 

いずれの学校においても、マスクの着用以外は、中学生よりも保護者の予防行動実行率が高いという

傾向は変わらない。 

中学生の予防行動実行率は、学校ごとに異なる。もっとも高いのは淑徳与野中学校であり、「窓やド

アを開け、こまめに換気をする」以外、すべての項目において他の学校よりも「やっている」側の回答

割合が高い。とくに、マスク着用、手洗い・うがいや手指消毒、および咳エチケットの実行率は 90%

前後と顕著に高い。 

なお、中学生に比べると、保護者の学校ごとの違いは小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13-1 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%） 中学生と保護者の比較 【中学校：学校別】 
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よくやっている 少しやっている どちらともいえない あまりやっていない まったくやっていない
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図 2-13-2 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%） 中学生と保護者の比較 【中学校：学校別】（続き） 
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よくやっている 少しやっている どちらともいえない あまりやっていない まったくやっていない
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図 2-14 新型コロナウイルス対策の感染予防行動 中学生と保護者の平均点比較 【中学校：学校別】 
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図 2-15 および 2-16 に、高校生とその保護者との結果を学校別に比較して示す。図 2-16 は「よくや

っている」を 5 点、「まったくやっていない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフで

ある。 

高校生の予防行動実行率は、中学生と同様に、学校ごとに大きく異なる。もっとも高いのは淑徳与野

高校であり、「窓やドアを開け、こまめに換気をする」以外、すべての項目において他の学校よりも実

行率が高い。とくに、顕著に異なるのはマスク着用率である。前述のとおり、高校生のマスク着用率は

他の対象者層に比べて低いが、淑徳与野高校では、保護者層よりも高くなっている。人を避ける行動に

ついても、他の高校と異なり、保護者層に並ぶ実行率の高さである。 

なお、高校生に比べると保護者の学校ごとの違いは小さいが、マスク着用率に関しては、やはり淑徳

与野高校の保護者の実行率が他校よりも高い傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15-1 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%） 高校生と保護者の比較 【高校：学校別】 
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図 2-15-2 新型コロナウイルス対策の感染予防行動（%） 高校生と保護者の比較 【高校：学校別】（続き） 
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図 2-16 新型コロナウイルス対策の感染予防行動 高校生と保護者の平均点比較 【高校：学校別】 
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2-2．健康 

 

（1）身体的健康 

小学生、中学生、高校生、大学生・院生に対して、現在の自身の身体的健康等に関する 10 項目をあ

げ、「困っている」「どちらともいえない」「困っていない」の選択肢で回答してもらった。また、保護

者に対しては、同様の 10 項目について、自分の子どもに対してどの程度あてはまるかを同様に尋ね

た。結果を図 2-17 および 2-18 に示す。 

小・中・高校生、大学生・院生で「困っている」割合が比較的高い項目は、体力低下や運動不足、朝

起きられないことであり、同割合が低いのは外出や友達、食欲が出ないことである。保護者層でも同様

の傾向がみられるが、保護者層は他の層に比べるといずれの項目においても明らかに「困っている」割

合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17-1 身体的健康等に関する困り事（%）【小学生～大学生・院生】 
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図 2-17-2 身体的健康等に関する困り事（%）【小学生～大学生・院生】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-18 子どもの身体的健康等に関する困り事（%）【保護者】 

  

41.4

35.8

24.4

39.6

28.9

23.6

6.7

13.4

11.1

8.5

19.1

20.0

21.9

21.5

23.3

22.7

17.6

22.3

19.5

20.3

39.5

44.2

53.7

38.9

47.8

53.8

75.7

64.3

69.4

71.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

体力が低下してしまうこと

運動不足になってしまうこと

体調を崩しやすいこと

朝、起きられないこと

生活リズムが整わないこと

食べ過ぎてしまうこと

食欲が出ないこと

外に出かけることが少ないこと

やることがなくてひまなこと

友だちと今まで通り遊んだり話したりできないこと

【高校生】n=2,003

困っている どちらともいえない 困っていない

28.4

28.3

17.4

20.8

13.9

6.9

10.3

5.5

4.5

24.6

24.4

26.0

25.9

26.8

20.8

13.8

25.2

20.3

24.8

47.0

47.3

56.6

53.3

59.3

72.3

83.4

64.5

74.3

70.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

体力が低下してしまうこと

運動不足になってしまうこと

体調を崩しやすいこと

朝、起きられないこと

生活リズムが整わないこと

食べ過ぎてしまうこと

食欲が出ないこと

外に出かけることが少ないこと

やることがなくてひまなこと

友だちと今まで通り遊んだり話したりできないこと

【保護者】全合計 n=1,713

困っている どちらともいえない 困っていない

体力・運動・ 
体調 

生活リズム 

食事 

外出・友達 

体力・運動・ 
体調 

生活リズム 

食事 

外出・友達 

体力・運動・ 
体調 

生活リズム 

食事 

外出・友達 



  

-41- 

対象者層別の結果を比較のため、「困っている」を 3 点、「困っていない」を 1 点として数値化した上

で算出した平均点のグラフを作成した（図 2-19）。 

図 2-17、18 および 19 からは、もっとも多くの困り事がある層は大学生・院生であるといえる。大

学生・院生は、とくに体力低下、運動不足、生活リズムの乱れ、食べすぎに関して、他の層に比べ「困

っている」割合が高い。また、「体調を崩しやすいこと」「朝、起きられないこと」についても、小学生

と並んで同割合が高い。 

外出・友達に関する項目は、他に比べて困り事とは自覚されていないが、「外に出かけることが少な

いこと」については、他の層に比べて小学生の「困っている」割合が若干高くなっている。 

 

なお、本設問では、保護者は「自分の子どもに対して」どの程度あてはまるかを答えるものであるた

め、児童・生徒とその保護者の平均点を学校ごとに比較できるよう図 2-20 を作成した。学校別にみて

も、いずれの項目においても保護者層は児童・生徒よりも「困っている」割合が低い傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 身体的健康等に関する困り事  対象者層別平均点（保護者は「子どもに関する困り事」） 
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図 2-20-1 身体的健康等に関する困り事  児童・生徒と保護者の平均点比較 【学校別】 
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図 2-20-2 身体的健康等に関する困り事  児童・生徒と保護者の平均点比較 【学校別】（続き） 
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（2）精神的健康（公衆衛生） 

中学生、高校生、大学生・院生、保護者に対して、過去１か月の間の精神的健康に関する 6 項目をあ

げ、「いつも」「たいてい」「ときどき」「少しだけ」「まったくない」という選択肢で回答してもらっ

た。結果を図 2-21 および 22 に示す。 

全ての項目において「まったくない」が最多であったが、その割合は対象者層によって異なった。

「まったくない」の回答割合が低いのは、いずれの項目においても大学生・院生であり、もっとも高い

のは保護者であった。 

中学生、高校生、大学生・院生については、項目による一貫した違いもみられた。中学生、高校生、

大学生・院生では、「いつも」側の回答割合は、多い順に、「気分が沈み込んで気が晴れない」「落ち着

きなく感じる」「神経過敏に感じる」「骨折りだと感じる」「絶望的だと感じる」「価値がない人間と感じ

る」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21 過去 1 か月間の精神的健康（%）【中学生】【高校生】【大学生・院生】 
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図 2-22 過去 1 か月間の精神的健康（%）【保護者】 

 

 

小学生に対しては、過去 1 週間の精神的健康に関する 16 項目をあげ、「いつもそうだ」「ときどきそ

うだ」「そんなことはない」という選択肢で回答してもらった。結果を図 2-23 に示す。 

「元気いっぱいだ」「遊びに出かけるのが好きだ」等のポジティブな項目については、いずれの項目

も「そんなことはない」という回答はごくわずかであり、肯定的な回答が多くを占める。 

「こわい夢をみる」等のネガティブな項目については「そんなことはない」という回答が多いが、

「いつもそうだ」という回答割合はいずれの項目についても 1 割前後となった。ネガティブな項目にお

いて、もっとも肯定的回答割合が高いのは「おなかがいたくなるようなことがある」であり、「いつも

そうだ」と「ときどきそうだ」を足し合わせると過半数となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-23 過去 1 週間の精神的健康（%）【小学生】  
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2-3．心理 

 

（1）メンタルヘルス（臨床心理） 

自分自身が今感じていること 5 項目をあげ、それぞれあてはまるか否かを、小学生、中学生、高校

生、大学生・院生、保護者に対して同様に 5 件法で聞いた。結果を図 2-24 に示す。また、対象者別の

結果比較のため、「とてもあてはまる」を 5 点、「困っていない」を 1 点として数値化した上で算出した

平均点のグラフを図 2-25 に示す。 

どの対象者層においても「普通に生活できるのが嬉しいと感じる」「皆と過ごせている感じがしてい

る」では「あてはまる」側が 8 割を超える。「ストレス解消ができている」も「あてはまる」側が多

い。これらに比べ、コロナ禍の影響に関する項目では「あてはまる」側の回答割合は低い。 

対象者層によって顕著な差がみられたのは「今もコロナ禍のせいで自分の良い時期を失った気がして

いる」という項目である。もっとも「あてはまる」側の回答が多いのは、大学生・院生であり、回答割

合は過半数を超える。次いで多いのは高校生、小学生、中学生、保護者の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-24-1 自分自身が今感じていること（メンタルヘルス）（%）【全体】  
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図 2-24-2 自分自身が今感じていること（メンタルヘルス）（%）【全体】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-25 自分自身が今感じていること（メンタルヘルス） 対象者層別平均点 
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（2）孤独感 

小学生、中学生、高校生、大学生・院生および保護者に対し、孤独感等、日々の生活の感じ方につい

て 4 項目をあげ、「決してない」「ほとんどない」「時々ある」「常にある」という頻度の選択肢で回答し

てもらった。結果を図 2-26 に示す。また、対象者別の結果比較のため、「常にある」を 4 点、「決して

ない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフを図 2-27 に示す。 

どの対象者層においても、項目間の差はほとんどなかった。ただし、「自分には人とのつきあいがな

いと感じることがある」のみ若干差がある対象者層はあった。この頻度が低い傾向（人とのつきあいは

ないと感じない）があったのは中学生層、高い傾向（人とのつきあいはないと感じる）があったのは保

護者層である。 

一方、対象者層による違いは大きく、一貫していた。すべての項目においてもっとも頻度が高い（孤

独感が強い）のは大学生・院生であり、もっとも低いのは小学生であった。「取り残されていると感じ

る」「他の人から孤立していると感じる」「孤独であると感じる」に関しては、大学生・院生に次いで頻

度が高いのは一貫して中学生であり、高校生、保護者、小学生と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-26-1 日々の生活の感じ方（孤独感等）（%）【全体】  
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図 2-26-2 日々の生活の感じ方（孤独感等）（%）【全体】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-27 日々の生活の感じ方（孤独感等） 対象者層別平均点 
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（3）自己肯定感 

自己肯定感について 3 項目をあげ、自分自身にどの程度あてはまるかを、小学生、中学生、高校生、

大学生・院生および保護者に対して同様に 4 件法で聞いた。結果を図 2-28 に示す。また、対象者別の

結果比較のため、「そう思う」を 4 点、「そう思わない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点の

グラフを図 2-29 に示す。 

いずれの対象者層においても、肯定的回答の割合がもっとも高いのは「自分にはよいところがある」

であり、否定的回答は 2 割前後と少ない。次いで、「今の自分自身が好きだ」「自分自身に満足してい

る」と続くが、この傾向も対象者層を問わず一貫している。 

対象者層による違いも概ね一貫している。自己肯定感が比較的高いのは小学生と保護者であり、低い

傾向があるのは中学生等である。「自分自身に満足している」については、満足感が比較的高い層（小

学生、保護者）と低い層（中学生、高校生、大学生・院生）に分かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-28-1 自己肯定感（%）【全体】  
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図 2-28-2 自己肯定感（%）【全体】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-29 自己肯定感 対象者層別平均点 
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（4）行動基準 

街中や電車の中などで行動するときの考え方を、小学生、中学生、高校生、大学生・院生、保護者に

対して同様に 5 件法で聞いた。結果を図 2-30 に示す。 

どの対象者層においても、問題を起こすことや警察につかまることを嫌う、異なる意見も大切にし人

権を尊重する、人の迷惑になることを嫌い気を遣うといった項目については「あてはまる」側の回答が

いずれも過半数であり、「あてはまらない」側は少数であった。何をしようが勝手だと思う、悪事でも

仲間に合わせてしまうといった項目についてはその逆であり、「あてはまる」側の回答は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-30-1 行動基準（%）【全体】 
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図 2-30-2 行動基準（%）【全体】（続き） 
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対象者層別の結果を比較のため、「よくあてはまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点とし

て数値化した上で算出した平均点のグラフを作成した（図 2-31）。 

図 2-30 および 2-31 からは、中学生、高校生、大学生・院生の回答割合の傾向は非常に類似している

が、小学生、保護者は若干異なる傾向であることがわかる。 

小学生は、「警察につかまったら、恥ずかしくて世の中に顔向けできない」といった意識は他の層に

比べて低い。また、「何をしようが自分の勝手だと思う」「人に怒られなければ何をしてもよいと思う」

という意識は、保護者同様、中高生や大学生に比べて低い。 

保護者は、「何をしようが自分の勝手だと思う」「人に怒られなければ何をしてもよいと思う」、およ

び「友だちがみんなで悪いことをしているのに自分だけ裏切れない」「仲間はずれになるくらいなら一

緒に悪いことをしてしまう」という意識が、他の層に比べて顕著に低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-31 行動基準 対象者層別平均点 
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2-4．福祉 

 

（1）ソーシャル・サポート 

現在、自分を支えてくれる、励ましてくれる、話を聞いて認めてくれる人には誰かいるかを複数回答

可で聞いた結果を図 2-32 に示す。選択肢は、小学生から大学生・院生までは共通であり、保護者のみ

若干異なる。 

小学生から大学生・院生まででどの層でももっとも多いのは「友だち」であり、いずれも 8 割前後で

ある。小学生と高校生では「母」も「友だち」と並んでもっとも多い。父、祖父母、学校の先生、塾の

先生は、小学生でもっとも多く、次いで高校生、中学生、大学生・院生の順である。一方、保護者層で

もっとも多いのは「配偶者」、次いで「友だち」「実の母」であり、いずれも 6 割を超える。 

「SNS の知り合い」はいずれの層も少ないが、児童・生徒等と保護者に差がみられた項目である。

小学生、中学生、高校生、大学生・院生では 10%前後のところ、保護者は 1.7%とほとんどいない。保

護者も含め、いずれの層も 5%もいないのは「心理カウンセラー」「医療や福祉で働く人」、および「そ

ういう人はいない」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-32 自分を支えてくれる、励ましてくれる、話を聞いて認めてくれる人（%）【全体】（複数回答可） 
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ソーシャル・サポートに関する項目 8 項目をあげ、自分自身にどの程度あてはまるかを、小学生、中

学生、高校生、大学生・院生および保護者に対して同様に 5 件法で聞いた。結果を図 2-33 に示す。ま

た、対象者別の結果比較のため、「とてもあてはまる」を 5 点、「まったくあてはまらない」を 1 点とし

て数値化した上で算出した平均点のグラフを図 2-34 に示す。 

いずれの対象者層においても、どの項目も「とてもあてはまる」が最多であった。いずれの層も、も

っとも肯定的回答が多かったのは「一人ではできないことがあったときに手伝ってくれる人がいる」

「自分がする話をたいていおもしろそうに聞いてくれる人がいる」等で、比較的少ないのは「コロナの

ことで相談にのってくれる人がいる」である。 

対象者層による違いは少ない。全体的に、肯定的回答が少ない傾向があるのは中学生、若干多めであ

るのは高校生といった程度である。なお、小学生では「私にはグチ（もんく）を言いたいときに、話を

聞いてくれる人がいる」に対する肯定的回答が若干少なめである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-33-1 ソーシャル・サポート（%）【全体】 
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人間関係で悩んでいるときに、相談にのってくれる人がいる

勉強や学習の不安について、相談にのってくれる人がいる

体のことや健康のことで、相談にのってくれる人がいる

コロナのことで相談にのってくれる人がいる

【小学生】4～6年生 n=327

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人ではできないことがあったときに手伝ってくれる人がいる

自分がする話をたいていおもしろそうに聞いてくれる人がいる

グチ（もんく）を言いたいときに、話を聞いてくれる人がいる

落ち込んでいると、元気づけてくれる人がいる

人間関係で悩んでいるときに、相談にのってくれる人がいる

勉強や学習の不安について、相談にのってくれる人がいる

体のことや健康のことで、相談にのってくれる人がいる

コロナのことで相談にのってくれる人がいる

【中学生】n=643

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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図 2-33-2 ソーシャル・サポート（%）【全体】（続き） 
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一人ではできないことがあったときに手伝ってくれる人がいる

自分がする話をたいていおもしろそうに聞いてくれる人がいる

グチ（もんく）を言いたいときに、話を聞いてくれる人がいる

落ち込んでいると、元気づけてくれる人がいる

人間関係で悩んでいるときに、相談にのってくれる人がいる

勉強や学習の不安について、相談にのってくれる人がいる

体のことや健康のことで、相談にのってくれる人がいる

コロナのことで相談にのってくれる人がいる

【大学生・院生】n=726

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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一人ではできないことがあったときに手伝ってくれる人がいる

自分がする話をたいていおもしろそうに聞いてくれる人がいる

グチ（もんく）を言いたいときに、話を聞いてくれる人がいる

落ち込んでいると、元気づけてくれる人がいる

人間関係で悩んでいるときに、相談にのってくれる人がいる

勉強や学習の不安について、相談にのってくれる人がいる

体のことや健康のことで、相談にのってくれる人がいる

コロナのことで相談にのってくれる人がいる

【保護者】全合計 n=1,713

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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一人ではできないことがあったときに手伝ってくれる人がいる

自分がする話をたいていおもしろそうに聞いてくれる人がいる

グチ（もんく）を言いたいときに、話を聞いてくれる人がいる

落ち込んでいると、元気づけてくれる人がいる

人間関係で悩んでいるときに、相談にのってくれる人がいる

勉強や学習の不安について、相談にのってくれる人がいる

体のことや健康のことで、相談にのってくれる人がいる

コロナのことで相談にのってくれる人がいる

【高校生】n=2,003

とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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図 2-34 ソーシャル・サポート  対象者層別平均点 
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（2）大乗仏教 

「悩んだときに、大乗仏教の精神、仏教の教えが役に立つことがある」という項目について、自分自

身にどの程度あてはまるかを、小学生、中学生、高校生、大学生・院生および保護者に対して同様に 5

件法で聞いた結果を図 2-35 に示す。 

「あてはまる」側の回答が過半数であり、肯定的回答割合がもっとも高かったのは小学生である。次

いで高かったのは中高生であり、もっとも少なかったのは大学生・院生であった。 

保護者は、子どもが幼稚園なのか高校生なのか等によって回答割合が異なっていた。肯定的回答割合

がもっとも高かったのは小学生の保護者、次いで幼稚園児の保護者である。中学生、高校生の保護者

は、中高生と同様に肯定的回答の割合が低い。 

保護者と児童・生徒との大きな違いは、「あてはまらない」側の否定的回答の割合である。この割合

は、中学生、高校生、大学生・院生では過半数であるのに対し、保護者は 3 割前後と少なく、その分と

「どちらともいえない」が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-35 悩んだときに、「大乗仏教の精神」、「仏教の教え」が役に立つことがある（%）【全体】 
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とてもあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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2-5．教育 

 

（1）生活習慣（動画視聴時間、テレビゲーム時間） 

小学生、中学生、高校生、大学生・院生に対し、1 日のうちの動画の視聴時間やゲームの時間につい

て尋ねた結果を図 2-36 および 2-37 に示す。 

動画の視聴時間は、大学生・院生でもっとも長い人が多く「1 日 3 時間以上」は 33.3%となった。小

学生がもっとも短く、次いで高校生、中学生の順だが、高校生と中学生ではあまり変わりはない。 

テレビゲームで遊ぶ時間は、どの層も「ほとんどしない」が最多であった。もっともテレビゲームで

遊んでいないのは高校生である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-36 テレビ、DVD、YouTube などを見る時間／日（%）【小学生、中学生、高校生、大学生・院生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-37 テレビゲームで遊ぶ時間／日（%）【小学生、中学生、高校生、大学生・院生】 
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（2）文化資本 

小学生、中学生、高校生、大学生・院生に対し、家の状況等について複数回答可で聞いた結果を図

2-38 に示す。なお、小学生の調査票は一部異なっており、「この１カ月のあいだに親に勉強を見てもら

ったことがある」は小学生だけにあり、「小さい頃、よく本を読んでもらった」は小学生だけにない選

択肢である。 

「自分ひとりの勉強部屋をもっている」および「社会のできごとやニュースについて親と話をする」

以外の項目は全て、小学生においてもっとも「あてはまる」率が高い。次いで、中学生、高校生、大学

生・院生の順である。「家の人は毎日決まった時間に起きる」「社会のできごとやニュースについて親と

話をする」はいずれの対象者層においてもほぼ過半数が該当しており、層による差は小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-38 家について該当するもの（%）【小学生、中学生、高校生、大学生・院生】 
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１カ月のあいだに親に勉強を見てもらったことがある

小さい頃、よく本を読んでもらった

家の人は毎日決まった時間に起きる

社会のできごとやニュースについて親と話をする

あてはまるものはない

小学生（n327） 中学生（n643） 高校生（n2,003） 大学生・院生（n726）
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（3）非認知能力 

小学生、中学生、高校生、大学生・院生に対し、非認知能力に関わる 9 項目について 5 件法で聞いた

結果を図 2-39 に示す。また、対象者別の結果比較のため、「とてもそう思う」を 5 点、「まったくそう

思わない」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフを図 2-40 に示す。 

小学生は、すべての項目において肯定的回答が過半数を超える。比較的肯定的回答が少ないのは、

「嫌なことがあっても、自分の感情をコントロールできる」「嫌な出来事があったとき、その問題を解

決するために情報を集める」等である。 

中学生と高校生は回答傾向が類似している。中高生は、小学生に比べると、上記の小学生が比較的苦

手な項目と「つらいことでも我慢できる方だ」以外のすべての項目において、肯定的回答が少ない。と

くに、社交性に関する項目や「決めたことは最後までやりとおすことができる」等で顕著である。 

大学生は、小学生と同じく「努力をすることを大事にする方だ」等に対する肯定的回答が多い。ま

た、中高生と同様に社交性に関する項目に対する肯定的回答は小学生よりも少ない。 

 

保護者に対しては、自分の子どもの非認知能力について、「まったくこのとおり」から「まったくち

がう」の 5 水準で聞いた。結果を図 2-41 に示す。また、学校種別ごとの結果比較のため、「まったくこ

のとおり」を 5 点、「まったくちがう」を 1 点として数値化した上で算出した平均点のグラフを図 2-42

に示す。 

「自分のベストを尽くそうとする」「将来について、明るい面を言うことができる」等は幼稚園児や

小学生の評価が高く、中学生の評価が低い、「大人が指示しなくとも、自ら学校の準備、宿題、家の手

伝いができる」等は年齢が高くなる程評価が高い等、学校種別ごとの特徴が表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-39-1 自身の非認知能力（%）【小学生、中学生、高校生、大学生・院生】 
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嫌なことがあったとき、問題解のために情報を集める

【小学生】4～6年生 n=327

とてもそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない まったくそう思わない
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図 2-39-2 自身の非認知能力（%）【小学生、中学生、高校生、大学生・院生】（続き） 
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図 2-40 自身の非認知能力 対象者層別平均点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-41-1 子どもの非認知能力（%）【保護者】 
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他人にきちんと挨拶することができる

自分がわからなかったことを知るために質問できる

必要な時には適切にアドバイスを求めることができる

自分のベストを尽くそうとする

指示しなくとも、自ら学校の準備・宿題・家の手伝いができる

将来のため、欲しいものをあきらめたり嫌なことでも実行できる

将来について、明るい面を言うことができる

馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる

【幼稚園保護者】 n=120

まったくこのとおり だいたいこのとおり 少し合っている ほとんど合っていない まったくちがう
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図 2-41-2 子どもの非認知能力（%）【保護者】（続き） 
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自分のベストを尽くそうとする

指示しなくとも、自ら学校の準備・宿題・家の手伝いができる

将来のため、欲しいものをあきらめたり嫌なことでも実行できる

将来について、明るい面を言うことができる

馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる

【高校生保護者】n=828

まったくこのとおり だいたいこのとおり 少し合っている ほとんど合っていない まったくちがう
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指示しなくとも、自ら学校の準備・宿題・家の手伝いができる

将来のため、欲しいものをあきらめたり嫌なことでも実行できる

将来について、明るい面を言うことができる

馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる

【中学生保護者】n=313

まったくこのとおり だいたいこのとおり 少し合っている ほとんど合っていない まったくちがう
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将来について、明るい面を言うことができる

馬鹿にされたり、悪口を言われてもうまく対処することができる

【小学生保護者】n=452

まったくこのとおり だいたいこのとおり 少し合っている ほとんど合っていない まったくちがう
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図 2-42 子どもの非認知能力 学校種別ごとの平均点【保護者】 
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3. 「第１回学園内調査」調査票 
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 （1）小学生対象 調査票 
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 （2）中学生、高校生、大学生・院生対象 調査票 
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 （3）保護者対象 調査票 
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